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第 27 回総会記念シンポジウム特集
“見えない” 格差・困窮・貧困と
日本経済を考える
－働き、学び、育て、暮らす
 　　　　　　現場の視点から－

　本号は 2019 年夏号に続き、「コーポラティブ・ラボ」（愛称：こーぽらぼ）
のメンバーで企画しました。本号では、私たちの身近な食を中心として、生
活の中で科学技術とどのように向き合っていくかということについて、多様
な立場から考えていくことを目的に編ませて頂きました。所変わって先日、
本学の大学院の講義の中でゲノム編集食品を題材にして調査を行い、ディス
カッションを終えた後にある大学院生が一言「知らないということは怖いで
すね」と話されていました。私たちの生活の中でこれまでに起こってきたこ
と、今起こっていること、これから起こることについて、知り、考え、行動
することは本当に大切なことだと思います。（片上敏喜）
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新たな時代の、新たな流通　生協は
何に、どう対応すべきなのか？
総論
キャシュレス社会考
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組合員を惹きつける生協の「編集」
争論
「食」の魅力を伝えるカタログの底力
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協同組合間協同、そしてその「先」
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事業体と持続可能社会への模索
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現代のくらしにおいて、
わたしたちには何ができるのか？
－『無印良品』のあり方と
　　　　　　  仕組みから考える－
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